
臨床心理学科　【基礎分野】 必修科目 選択科目 (※複数開講科目)

★太い線は、科目間の関連を示します。 ★３・4年次の該当科目はありません。

前期 後期 前期 後期

人
文
・
社
会
学
系

多面的に広い視野から物事を考えら
れるように、文学・芸術・歴史・社会な
どに関する深い一般教養を備える。

さらに、科学的思考の基盤を培い、
人間としての尊厳を倫理面、および
制度・経済・文化等多角的な視点か
ら理解出来る能力を身につける。

哲学※

芸術※

社会学※ 社会学※

芸術※

ことばと社会※

哲学※

生命倫理学

職業適性論

日本語学概論※

ことばと社会※

地域と大学

自
然
科
学
系

自然科学に関する基礎的な内容を理
解し体系化された学問に幅広く触れ
る。
さらに、専攻分野を超えて、共通に必
要な複合的視点から事物を理解でき
る能力を身につける。

情報処理論

基礎生物学

基礎化学

■学習・教育目標■
幅広い分野にわたって教養を養い、生命の尊厳と人権の尊重を基盤とする医療職者としての倫理観を持ち、日常場面、職場、研
究の場において必要な、基礎的な他言語のコミュニケーション能力を持つ人材を養成する。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次

言
語
系

専門的な知識と技術を駆使して、課
題の探求、解決する能力、並びにそ
れに必要な論理展開力とコミュニ
ケーション能力（記述，表現，議論，
語学力）を身につける。

※日本語表現法

英語Ⅰ 英語Ⅱ

※日本語表現法

医学英語

英会話※ 英会話※

英語Ⅲ

日本国憲法

法学

基礎数学

日本語学概論※

英語Ⅳ
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臨床心理学科　【専門基礎分野】 必修科目 選択科目 (※複数開講科目)

★太い線は、科目間の関連を示します。 ★4年次の該当科目はありません。

前期 後期 前期 後期 前期 後期

人体の構造と機能及び疾病
（人体の構造と機能Ⅱ）

人体の構造と機能及び疾病
（疾病）

病態病理学

■学習・教育目標■
心理に関する支援を必要とする者に対する適切な心理学的支援を実践するために必要な基礎医学、臨床医学、看護・リハビリテーション学に関する基礎知識を理
解する。さらに、心理学を科学的に理解するための手法を学ぶ。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次 3年次

基
礎
医
学
系

人体の構造と働きについて医学的
な視点で解剖・生理・免疫につい
て理解をし、人間の疾病と健康の
機序を科学的に理解する。さらに
精神疾患とその治療法について
理解する。

公衆衛生学

医学概論

人体の構造と機能及び疾病
（人体の構造と機能Ⅰ）

看
護
学
・
精
神
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
学
系

心理に関する支援を実践するた
めに必要な隣接領域である看護
学、精神科リハビリテーション学を
理解する。

看護学

精神看護学
(精神科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学を含

む)

精神看護学・精神科リハビリ
テーション学演習

精神疾患とその治療Ⅰ 精神疾患とその治療Ⅱ

緩和医療学
（演習を含む）

救急医療

救命救助法

心理学実験Ⅱ

心理演習

心
理
学
基
礎
科
目
系

統計法・実験法・面接法・検査法
など、心理学領域で用いられる基
礎的な方法論を学ぶ。それらを学
ぶことを通じて、科学的思考能力・
問題解決能力も獲得する。

心理学概論

心理学研究法

心理学統計法

心理学実験Ⅰ
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必修科目 選択科目 (※複数開講科目)

★太い線は、科目間の関連を示します。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

臨床心理学科　【専門分野】

■学習・教育目標■ 心理に関する支援及び心の健康の保持増進に寄与する者として必要な基本的知識、技術の修得を目標とする。心や体に関心を持ち、自ら問題を発見し、解決に必要な情報を根拠に基づいて統合できる能力を養う。各学年で設定されて
いる臨床実習により、高い倫理観を持ち、実践的な知識・技術・幅広いコミニュケーション能力を身につけ、公認心理師の素養を有した人材の育成を図る。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次 3年次 4年次

発達心理学

障害者・障害児心理学心
理
学
発
展
科
目
系

心理学の幅広い領域における専門的知識及び技術
について学ぶ。心理に関する支援を必要とする者の
心理状態のアセスメントや心理的支援等を実践す
るための理論的背景を理解する。

臨床心理学概論

知覚・認知心理学入門

知覚・認知心理学

学習・言語心理学

心理的アセスメント

産業・組織心理学

感情・人格心理学

神経・生理心理学

社会・集団・家族心理学Ⅰ 社会・集団・家族心理学Ⅱ

心理学的支援法

健康・医療心理学

福祉心理学

教育・学校心理学

司法・犯罪心理学

心
理
実
習
系

講義で学んだ知識、技術を基とし、病院、施設等で
の実習を通じて、心理に関する支援の実際、チーム
医療、公認心理師の責務について理解する。

公認心理師の職責

認知行動療法

発達臨床心理学

乳幼児・児童心理学

思春期・青年期心理学

隣
接
領
域

心理状態に影響を与える社会的環境について、福
祉、教育、医療など隣接領域における知識を獲得
する。さらに、社会的支援に関する法律や制度の現
状を学び、個人と社会、支援について、多面的かつ
多層的に理解を深める。

社会福祉学

学校教育学

児童福祉学

老人福祉学

高齢保健学

医療福祉学

公的扶助学

障害者福祉学

社会福祉政策学

関係行政論

心理基礎実習 心理実習I 心理実習Ⅱ

総
合
領
域

各講義、実習で学んだ心理学的知識、支援の技術
を整理・統合する。事例検討や卒業研究を通じて心
理に関する支援に必要な科学的思考能力、問題解
決能力を獲得する。

ボランティア活動

基礎ゼミ 卒業研究

インターンシップ

臨床心理学特別講義Ⅰ

臨床心理学特別講義Ⅱ

心理特別演習Ⅰ

心理特別演習Ⅱ

総合実習
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